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日本語の複数動作と副詞の体系
－動作のあり方に着目した類型化－

宮城　信

1.	 はじめに

本稿では「くり返し」や「何度も」等の
副詞の整理を進め、これに対応する複数
の動作（動き 1））の表現の分析を試みる。
本稿の探求課題は以下の2点である。
（1）

a. 日本語の複数の動作の表現はどのよ
うにカテゴリー化され、それを表す
副詞との関係がどのように整理され
るのか。（体系的整理：4.節）

b. 単純反復の連続動作を表す副詞であ
る「くり返し」と「何度も」のように
類似する語の違いはどのように記述
されるのか。（語義記述：5.節）

（1）aでは、副詞を列挙するだけではなく、
副詞が表す事態の類型を整理することで
我々の複数の動作のまとまりに対する認
知過程（類型化の方略）を探ることを目
的とする。また（1）bでは、Kuno（1970）
が日本語の連続動作の表現を分析し、
repetition（単純反復）とsuccession（入れ
替え反復）との対立を指摘した。以来、
「次々に」はsuccessionを、「何度も」と「く
り返し」は repetitionを表す副詞として対
置されてきた。本稿では類似した2語に
何らかの意味の違いがあると考える。例
えば、同じ repetitionの両語が共起した次
の（2）のような例は特異な表現ではない。
（2）今や彼女がばつの悪い思いをした映

像は、何度も 繰り返し 放映されて
いた。（『苦悩の散歩道』）

そこで本稿では、他の語との関係から、2
語の違いを見いだすことを試みる。（1）a
はそれを志向した整理であり、複数の動作
を事態の類型と副詞の双方から分析し関
連づける試論である。
議論に入る前に分析対象の範囲を確認

しておく。本稿では、動作の詳細を付加
する連用修飾成分を広く考察の対象とす
る。以下便宜的にこれらの語句をおしな
べて「副詞」と呼ぶことにする。したがっ
て本稿での副詞の体系的整理の単位は品
詞としての副詞に限定されず、代用表現
も加えた連用修飾表現全体に及ぶ。また
用例については『現代日本語書き言葉均
衡コーパス（BCCWJ）』の書籍・雑誌・
新聞（2001-2005年）からの出典であり、
副詞は下線で示し（筆者註）、出典名は括
弧で示した。出典名がない場合は作例で
ある。

2.	 複数動作の捉え方

2.1	 事態のカテゴリー化
認知過程におけるカテゴリー化

（categorization）は、「ある種の物体や経
験のある属性を際だたせ、その他の属性
を軽視したり、更には隠したりすること
によって、その物体や経験を識別する自
然な方法」（吉村1995、p.46）のように定
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義・説明される。すなわち対象群に共通
する性質を代表性とし、まとまりと認定
する行為である。モノ（物体）のレベルで
は、リンゴ、梨、桃等をカテゴリーとして
の果物に配置する認知過程で多くの性質
が捨象され、「木になる水気の多い果実」
といった特性を有する同種のモノとみな
される。コト（事態）のレベルでも複数の
動作をひとまとまりとして捉えることが
できる。次の（3）a,bでは、個々の動作を
同種のコトの連続と見なし、まとまりと
して捉えれば、（4）aのように言い換える
ことができるのに対して、（3）cは各動作
が共通の述部を持つが、普通は（4）bの
ような言い換えはしない。
（3）

a.まず太郎がプールに飛び込み、次に
次郎がプールに飛び込み、さらに花
子がプールに飛び込んだ。

b.まず太郎が上手にプールに飛び込
み、次に次郎が勢いよくプールに飛
び込み、さらに花子がおそるおそる
プールに飛び込んだ。

c.まず太郎がプールに飛び込み、次に
次郎が池に飛び込み、さらに花子が
風呂に飛び込んだ。

（4）
a.太郎達が順にプールに飛び込んだ。
b.♯2）太郎達が順に何かに飛び込んだ。
以上の観察から、複数の動作に共通性を
見いだし、ひとまとまり（以下便宜的に
複数の動作のまとまりを「複数動作」と
する）と捉えるカテゴリー化では、個別
の性質を制限なく捨象できるわけではな
く、共通性を捉えるための一定の類似性
が必要であることが分かる。

2.2	 複数動作のカテゴリー化の多様性
連続動作に代表される複数動作をひと

まとまりの事態とみなす日本語の表現に
はどのような類型があるのだろうか。例
えば、2.1節の（4）aは、動作の様態の違
いを捨象し、動作主体 3）を入れ替えなが
ら継起的に実現される動作をひとまとま
りと見なした表現で、このような例は、
Kuno（1970）の successionの典型であ
る。これらを以下「交換生起」と呼ぶ。ま
た、個人を捨象して「子ども達」と一括り
に捉えるならば、同種の動作が継起的に
繰り返される、次の（5）のような表現も
可能である。これは、repetitionの典型で、
以下「連続生起」と呼ぶ。
（5）子ども達が何度もプールに飛び込ん

だ。
さらに、次の（6）aのような複数の動作を
重ね、まとめて1つのものと見なした（6）
bのような動作のカテゴリー化を経た表
現を、以下「一体生起」と呼ぶ。
（6）

a. 太郎が1コースで、次郎が2コース
で、花子が3コースでプールに飛び
込んだ。

b.太郎達が一緒にプールに飛び込んだ。
類型の違いは、何を捨象して共通性を見
いだすのかにあり、3類型いずれの場合
も共通の認知過程を経ている。

2.3	 考察の対象と先行研究
2.2節で見てきたように、ひとまとま

りに捉えられた複数の動作の生起のあり
方は主に副詞の生起によって表し分けら
れている 4）。本稿における第一の目的は、
（1）aで示した複数動作を修飾限定（詳
述する）する副詞の体系の構築にある。
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先行する副詞の研究には、日本語の連続
動作の概説をしたKuno（1970）、それ
を受けて個別例を詳細に検討した、矢澤
（1986, 1987, 2000）、宮城（2003, 2005）
等がある。しかしながら、いずれも語毎に
修飾される事態がどのような意味的要件
を持つのかを述べるに留まり、関連する
副詞間の関係性は見えない。

3.	 複数動作の表現の概観

3.1	 複数動作の表現の範囲
本稿では、次の（7）～（9）のようなもの
を複数動作の表現と捉えている。
（7）「シルクプロテイン配合」をうたった

商品が、次々に登場している。（『産
経新聞』）

（8）明日の日曜日、府中へ行くのかど
うかも互いに尋ねなかった。（『レ
ディ・ジョーカー』）

（9）伝玄墨汁の読経が続く中を乗組員た
ちが順に席を立って焼香しはじめ
た。（『虚航船団』） 

（7）は「「シルクプロテイン配合」をう
たった商品」が連続して発売されたこと
を、（8）は二人の「尋ねない」という動作
が対称的かつ一体的に 5）になされたこと
を、（9）は全員の「焼香」が規則的に続け
られたことを表している。これらの例を
踏まえて本稿では、「複数動作（の表現）」
を以下のように定義しておく。
（10）様々な環境で生起する時間的前後

関係を意識した、ひとまとまりとし
て捉えられる複数の動作（の表現）。

複数動作に接近する表現に「並立の表現」
がある。中俣（2015）では並立の表現（コ
トの並立 6））を以下のように定義する。
（11）2つ以上のことなる事態の時間的前

後関係が解釈の際に問題にならな
い時、その事態は並立関係にある。
（p.10）

並立の表現も複数動作の表現も、複数の
動作をひとまとまりに捉えている点では
共通した認知過程を経ているが、前者は
時間的前後関係に無関心な捉え方であり、
これに対して本稿で扱う複数動作は、「時
間的前後関係を意識した」ひとまとまり
の動作と捉える点で対象の範囲が異なる。

3.2	 複数動作を表す副詞
（10）の定義に従い、本稿で考察の対象
とする副詞は以下の（12）の10語である。
これらの副詞は、（7）～（9）のような複数
動作の表現に生起可能で、それぞれの語
固有の意味特徴を有する。
（12）一緒に、同時に、互いに（お互い

に）7）、次々に、順に、かわるがわる、
交互に、交替で、何度も、くり返し

以下にそれぞれの副詞の実例をあげる。
（13）大学（立命館大学）に入って、いわゆ

る名門校出身の奴らといっしょに野
球やるようになってみると、意外に
大したことないなと（笑）。（『vice』）

（14）ロンドンで発信されたインター
ネットラジオの音楽番組を、世界中
の若者が同時に聴き、感想をメール
で交信している。（『経済界』）

（15）父も母も私も懸命に働きながら、お
互いにその日の楽しかったことを語
り合い、それぞれの苦労を嘆いたり、
～（『富の福音』）

（16）弾くべき鍵盤が次々に光って、自然
と運指（指の運び方）が身につくの
がミソ。（『YOMIURI PC』）

（17）フラッシャーとは、テールに並べら
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れた複数のライトが順に点滅（フラッ
シング）することによって右左折時
に方向を示す～（『バイシクルナビ』）

（18）伯父さんと伯母さんがかわるがわ
る話すのを聞いています。（『｢翻訳｣
してみたいあなたに』） 

（19）ふたりの男女は、交互に台詞を受け
持ちながら、けたたましく喋りはじ
めた。（『メイン・テーマ』）

（20）同居人たちは、交替で買物に出かけ
たり、当番表を作って夕食の準備を
～（『オーストラリア6000日』）

（21）レバションさんとは何度も話して
いますけど、年齢聞いてもいいです
か。（『季刊オーディオベーシック』）

（22）トミーが野球のボールをくりかえ
し空中に投げては、三十センチもそ
れて空振りするのを見て、～（『｢願
う力｣で人生は変えられる』）

（12）の副詞は先行研究ではどのように
説明されるのであろうか。例えば相互行
為を表す副詞として分類される「互いに」
と「交互に」を分析した宮城（2005）では、
相互行為を「複数の個体からなる集合に
おいて、その中のそれぞれの個体が、主
体と対象を、相互に受け持つような行為」
（p.15）と定義し、その差異については「交
互に」が「（時間的表現の）順次的な入れ
替えを表している」（pp.18-19）のに対し
て、「互いに」は順次性の含意がないとす
る。修飾関係の整理をする矢澤（2000）
では「一緒に」「同時に」は「動きの同時
性」（p.226）を表すとして区別しない。
「何度も」と「くり返し」については、1.節
で取りあげたKuno（1970）の分析があ
る。このように先行研究によって、いく
つかの語の語義の分析は示されている

が、管見の限り、この類の副詞の共通の
観点からの体系的な分析はない。この状
況に鑑み、本稿では個々の副詞間の意味
特徴の差異と関係を明らかにしていく。
次節では、「生起様態」と「生起序列」とい
う2つの観点を導入し、交差的に（12）の
副詞の分類と体系化を試みる。

4.	 複数動作のタイプと副詞の分類

4.1	 事態の類型から見た副詞の分類
（10）で示したように、複数動作は「ひ
とまとまりとして捉えられる」ことで規
定され、副詞によって修飾限定される。
複数動作に2.2節で示したような捉え方
の類型があるのだとしたら、それに対応
させて（12）の副詞を分類していくこと
が体系の整理に有効である。第一の観
点として複数動作の類型を見ていく。ま
ず、「動作の様態の違いを捨象し、動作主
体を入れ替えながら」（2.2節）、複数動作
が継起的に生起していく「交換生起」が
ある。これに関わる副詞として「次々に」
「順に」「かわるがわる」「交互に」「交替
で」があげられる。この語群には、線条的
な連なりを表す「次々に」「順に」と、異な
るグループ間の入れ替えを表す「交互に」
「かわるがわる」「交替で」がある。次に、
「個人を捨象して「子ども達」と一括りに
捉える」（2.2節）ことで、同一と見なした
動作主体の動作が繰り返される「連続生
起」がある。これに関わる副詞として「何
度も」「くり返し」がある。そして「複数の
動作を重ね、まとめて1つのものと見な
した」（2.2節）ことで、複数の動作の共同
作業が混然一体となったことを表す「一
体生起」がある。一体生起の典型は複数
動作が同時に生起する場合だが、動作の
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前後関係の示し方には、発生順だけを直
接的に示す「生起序列」と個々の様態の
生起のあり方から間接的に前後関係に結
びつける「生起様態」とがある。前者と
しては「同時に」「順に」「交互に」「何度
も」が、後者としては「一緒に」「互いに」
「次々に」「かわるがわる」「交替で」「くり
返し」がある。どちらの系もある種の順
序性に言及することになるが、生起序列
系の副詞が動作の様態について言及せ
ず、専ら順序性から前後関係に言及する
のに対して、生起様態系の副詞は基本義
としては様々な様態の生起のあり方を表
しており、それと次の［図2］で左側に併
置された生起序列系の副詞と対応させて
順序性を読み込んでいると考えられる。
これら2つの観点から交差的に整理する
と、複数動作を表す副詞の関係は次のよ
うに整理される。

4.3	 複数動作を表す副詞の共起テスト
本稿では（12）の語の表す意味の範囲

の関係を捉えるために、当該副詞から任
意の2語を選択して文を完成させるアン
ケート形式の共起テスト調査を実施し
た。調査概要は以下の通りである。
・調査時期：2017年6月初旬
・調査対象：国立大学教員養成系の1年
生（理系文系混合）、130名

・調査方法：「次の例文の空欄に以下の
語の中から2つ選んで自然な文を3つ
作りなさい。」と指示し、以下の例文と

前後関係を意識するからこその同時の生
起であり、（10）の定義とも矛盾しない。
また、これに関わる副詞として「一緒に」
「同時に」「互いに」がある。この語群の表
す一体性には、「一緒に」であれば動作の
場の重なり、「同時に」であれば生起する
時間の重なり、「互いに」であれば動作の
方向の指定の仕方の重なり（対称性）と
いう違いがある。ここで事態の3類型に
ついて関係を整理しておく。類型間の関
係性を捉えるため、重なりを表す±［一
体］、入れ替えを表す±［交換］という2
つの素性を導入する。この指標で、複数
動作の認知過程を交差分類し、以下の［図
1］のように整理する。
＋［交換］が－［一体］（動作の連続生
起）を前提とするため、空欄にあたる複
数動作は論理的に排除される。

4.2	 生起の関係から見た副詞の分類
複数動作は（10）で示したように「時間

的前後関係を意識した」ものでもある。
これは、併存する動作間の前後関係が含
意されることを示しており、それを表す
（12）の副詞にもその含意が必須である。

＋［一体］ ―［一体］
＋［交換］ ― 交換生起
―［交換］ 一体生起 連続生起

［図1］ 事態の類型の関係

生起序列 生起様態

一体生起 同時に 一緒に
（お）互いに

交換生起 順に
次々に

かわるがわる
交替で

連続生起 何度も くり返し

［図2］（12）の副詞の関係
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（12）の副詞を語群として与えた。
【例文】子ども達が［ ＿

前

 ］［ ＿
後

 ］友だちの
名前を呼んだ。
調査の結果を整理して以下の［表1］を得
た。「自然な文」であることを意識して、
極端に頻度の低い例（0～ 2例）を除いた。

［表1］の組み合わせは、共起する副詞
間で意味的な矛盾がないものと考えられ
る。「次

（連続＋累積）

々に -く
（ 連 続 ）

り返し」のように一部重
複があっても、ズレがあれば容認される
場合もある（「何度も -何度も」について
は5.節を参照）。もちろん容認可能なす
べての組み合わせが抽出されているわけ
ではないが、延べ360組が収集され、容
認性の高いものはほぼ抽出されたと考
えられる。この結果を［図2］の関係図に
重ねて示すと右段の［図3］のようになる
（太線は20例以上の高頻度、破線は「何
度も」「くり返し」との組み合わせ）。
［表1］、［図3］から（12）の副詞の共起制
限についていくつかの傾向があることが
分かる。まず、生起序列系の副詞から見て
いこう。「何度も」は制限なくすべての副

詞と共起可能である（「くり返し」もほぼ
同様）。一方、同系の副詞「同時に」「順に」
「交互に」同士は共起する例がない。これ
に対して、生起様態系の副詞は互いに共
起可能な場合があるという違いが確認で
きる。特に交換生起の副詞「次々に」「かわ
るがわる」「交替で」の3語は相互に共起し
合う組み合わせが一定数見られることや、
類似した意味を表す「同時に」と「一緒に」
や、「何度も」と「くり返し」の組み合わせ
が互いに相手の副詞との生起を制限しな
いことが確認できる。

5.	 反復動作を表す副詞の語義記述

4.節での考察を受けて、実例での副詞
の置き換え可能性を見ながら、その語義
（基本義）の差異について考察していく。
ここで言う置き換え可能とは、置き換え
られる副詞と原文の表す事態とが矛盾せ
ず、自然な文になることを意味する。こ
れは、事態には複数の捉え方（側面）があ
り、置き換える副詞によって同じ事態の
違う側面が取りあげられるということで
もある。以下の例は括弧の直前が原文の
語、括弧内が置き換える語とする。

［図3］（12）の副詞の共起傾向の関係

［表1］（12）の副詞の共起状況
前 後 正順数 逆順数 合計

同時に 一緒に 4 3 7
同時に 何度も 22 3 25
同時に くり返し 6 0 6
交互に 互いに 0 6 6
交互に かわるがわる 4 10 14
交互に くり返し 8 4 12
交互に 何度も 6 8 14
順に かわるがわる 6 3 9
順に 交替で 11 1 12
順に 何度も 4 3 7
順に くり返し 4 1 5
何度も 一緒に 7 14 21
何度も 互いに 13 20 33
何度も かわるがわる 3 10 13
何度も 次々に 0 7 7
何度も 交替で 3 4 7
何度も くり返し 29 28 57
何度も 何度も 3 3
一緒に くり返し 10 8 18
互いに かわるがわる 1 7 8
互いに 交替で 7 4 11
互いに くり返し 1 3 4
かわるがわる 次々に 4 3 7
かわるがわる 交替で 11 0 11
次々に 交替で 22 10 32
次々に くり返し 4 0 4
交替で くり返し 6 1 7
※網掛けは「生起序列」の副詞 360
　正順は副詞の並びが表の順、逆順は逆
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まず、一体生起の副詞「同時に」「一緒
に」「互いに」の置き換え可能性を見てい
く。「同時に」は生起序列系の副詞で、そ
の基本義は時間的前後関係の一致を表
す。よって時間的な関係だけを表す次の
（23）では、「一緒に」とは置き換えられな
い。また（24）では、置き換え可能ではあ
るが、表す事態が時間の一致ではなく、
場面の一致に変化する。
（23）いまだに警戒する国粋主義者が軍

の内部に存在する現実を示していた
が、同時に（*一緒に）その文書の重
要性を上層部が早くから認識してい
た証拠でもあった。（『週刊ポスト』）

（24）有本恵子さんと同時に（♯一緒に）
行方を絶った2人の男性の計3人は
帰国する話> が具体的な上に、解説
もついていた。（『アエラ』）

（24）で「一緒に」が生起した例では、個
別動作の併存ではなく、3人全員の関わ
りによって「行方を絶つ」という事態が
招来されたと解釈されるので、「一緒に」
が表す基本義は、動作の一体化と考えら
れる。これは基本的に共有された場面で
の生起であるため、時間的前後関係の一
致を前提とする。このように様態の生起
のあり方から間接的に時間的関係を読
み込んでいくのが、生起様態系の副詞で
ある。同様に生起様態系の副詞「互いに」
は、動作の向きが対称的に指定されるこ
とを基本義とする。対称的な関わりは単
独では成立せず、「一緒に」と同様に「全
員の関わりによって」一体化がなされて
いると解釈される。動作の一体化が含意
されていれば、次の（25）のように「一緒
に」と置き換え可能な場合があるのに対
して、動作の一体化がない「同時に」では

容認性が落ちる。逆に、時間的関係の一
致とも一体化とも解釈できる（26）では、
これらの副詞すべてが自由に置き換え可
能となる。
（25）兄弟は家の垣根の中でけんかをし

ていても、いざ外から侮りをしかけ
られると、互いに（一緒に／ *同時
に）手を取り合ってこれを防ぐのが
当然である。（『中国古典名言事典』）

（26）なお、指標データの提示方法につ
いては、郡内の学校が互いに（一緒
に／同時に）比較できるような形に
なっている。（『学校評価』）

次に、交換生起の副詞「順に」「交互に」
「次々に」「かわるがわる」「交替で」の置き
換え可能性を見ていく。「順に」と「交互に」
は前後関係を直接指示する生起序列系の
副詞であるので矛盾を生じ、多くの場合置
き換えられない。一方、生起様態系の副詞
3語は置き換えられる場合があるが、「次々
に」が生起の累積（順に貯まっていくこと）
を、「かわるがわる」が異なるグループ間
での入れ替えを、「交替で」が1つのこと
を複数名で（入れ替わりながら）分担する
ことを、基本義とするので、次の（27）の
ように累積に重点がある場合は、「かわる
がわる」「交替で」との置き換えはできず、
（28）のように交替に重点がある場合、累
積を基本義とする「次々に」とは置き換え
にくい。そして（29）のように複数での分
担だけに重点がある場合も同様である。
（27）こうしたエピソードを、著者は次々

に（*かわるがわる／ *交替で）明ら
かにしていく。（『河北新報』）

（28）いうまでもなく毎日曜日に私の両
親は教会に行ったが、礼拝は英語と
ドイツ語でかわるがわる（??/♯次々
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に／交替で）行なわれていた。（『回
想のオリエント』）

（29）平日午後七時まで開館している図
書館では、以後の時間も交替で（*
次々に／ *かわるがわる）残業する。
（『れんげ野原のまんなかで』）

次の（30）のように入れ替えだけに重点
がある場合は、すべての副詞に置き換え
可能になり、自然な文になる。
（30）白衣に身を包んだ男女20人が手を

伸ばすのは、皿に盛られたご飯。4種
類を代わる代わる（次々に／交替で）
口に入れては、味や粘り、硬さ、香り
を採点していく。（『朝日新聞』）

ここで生起序列系との置き換えも確認
しておこう。様態の生起のあり方で、順序
の解釈ができれば「順に」に近づき、交替
の解釈ができれば「交互に」に近づくこと
になる。（27）は累積に重点があるので「順
に」と置き換えることができ、（28）は累積
より交替に重点があるので「交互に」と置
き換えられやすい。また（31）では、表され
る前後関係の違いを無視すれば、すべて
の交換生起の副詞と置き換え可能となる。
（31）4種類を（順に／交互に）口に入れ

ては、味や粘り、硬さ、香りを採点し
ていく。（＝（30））

最後に、連続生起の副詞「何度も」「くり
返し」について考察する。この2語の違い
は見いだしにくいので、先に置き換え可
能性を見ていく。多くの場合、次の（32）
のように「くり返し」を「何度も」に置き
換え可能であるが、一方、（33）（34）のよ
うにその逆は成立しづらい場合がある。
（32）「木」ではなく「森」を見るという視

点を持つことが大切であると繰り
返し（何度も）お話ししてきました。

（『まっ当なニッポン人は資産運用
の王道を行く』）

（33）昨年三月の地震ではクレーンが落下
して多数の死傷者を出し工事が一時
中断するなど、何度も（??くり返し）
完成が危ぶまれた。（『西日本新聞』）

（34）理想と現実とのギャップを埋めら
れないせいで、悲しい選択に追い込
まれがち。ただ、何度も（??くり返し）
やり直しのきく逞しさが、あなたの
特徴。（『an･an』）

（32）では「（複数回）同じことをお話しし
た」と解釈できるが、（33）では「完成が危
ぶまれる」原因は類似性にはない。同様に
（34）でもやり直しの多回性が「逞しさ」の
根拠である。よって、生起序列系の副詞「何
度も」の基本義は、厳密な順序性を持たな
い連続生起だけを表している。その意味
で、Kuno（1970）のいう repetition副詞の
典型は「何度も」である。またその真偽に検
討の余地があるが、飛田・浅野（1994）で
「何度も」が「多数回を強調する様子を表
す。」（p.424）と説明されているのも、専ら
単純な反復を表す副詞であることに起因
すると憶測される（飛田・浅野では「くり
返し」の多数回は指摘しない）。一方、生起
様態系の副詞「くり返し」は、「もう一度同
じ言葉を繰り返した」のような述語用法か
らの拡張であることもあり、基本義は、同
じこと（様態）を仕直すことである。仕直し
から動作の連続関係を読み込むことで「何
度も」と接近し、同じこと

0 0 0 0

の部分に着目し
ないのであれば、その差異はさらに曖昧に
なる。また単純な連続生起を表すこれらの
副詞は、他の生起様態の副詞のあり方と衝
突せず、連続生起を強調する用法において
［図3］のように内省上はほぼすべての生起



—67—

様態系の副詞と共起可能である。さらに、
（35）bのような入れ子型の修飾関係と解釈
すれば、次の（35）aのような生起序列の副
詞とさえ共起することができる。
（35）

a.ベンの隠れているトラックと、ダッ
フルバッグを持ったニックのいるエ
レベーターとを、何度も 交互に見返
している。（『炎の記憶』）

b.［何度も［交互に 見返す］］
［図3］から明かなように、生起の様態を
表さない「何度も」の方が、「くり返し」よ
り多様な副詞とよく共起する。この両語
が共起した（2）でも、（35）bのような入
れ子型の修飾関係を想定することができ
る。また少数ながら［表1］で見られた「何
度も -何度も」のような同一副詞が反復
共起する場合は、入れ子型の修飾関係で
はなく、強調された1語相当の表現 8）と
解釈する方がよいであろう。

6.	 おわりに―副詞語彙体系論に向けて

1.節の（1）で示した本稿における探求
課題に関する考察をまとめておく。
（36）本稿のまとめ

a.複数動作は、同類のものと見なしてま
とめあげるカテゴリー化によって成
立し、それを修飾限定する副詞もその
意味に沿って体系をなしている。

b.［図2］の複数動作を表す副詞の関係
図は、複数動作の捉え方と副詞間の
類似性や置き換えの可能性を示して
いる（（1）aの体系的整理）。

c.「何度も」と「くり返し」は同様に動
作の連続生起を読み込めるが、基本
義は異なり、異なる系に整理される
（（1）bの語義記述）。

d.複数動作を表す副詞の共起制限は
［図2］の関係図からも説明できる。
最後に、本稿のまとめとして、副詞語

彙体系の試論を提案したい。この体系論
は、副詞同士の関係からそれが表す事態
の捉え方を体系化しようという試みであ
る。すでに述べたように、ある事態を単文
で表現しようとする場合、コトのカテゴ
リー化が必要である。表現の捉え方、すな
わち認知の枠組みであるが、その広がり
を直接的に画定することは困難である。
それを受けて、本稿の考察では、まず複数
動作の事態を修飾限定する機能を持つ副
詞の整理を行った。そして副詞の体系に
対応させて並行的に事態の類型化を進め
ることによって、どのようなカテゴリー
化があるのかを抽出しようと試みたので
ある。それは、たとえ表現者が捉え方の違
いを殊更意識しなかったとしても、自ず
と表現の違いとして表出し、受け手はそ
の違いに着目することによって帰納的に
使用者の潜在する捉え方の意図を読み取
ることができると考えたからである。日
本語においては微妙な意味の差異を表す
手段として、副詞が整備されていると考
えるならば、逆に副詞の体系から表現の
体系を推し量ることも可能となるであろ
う。もし、臨時的な一語も含めて、言い分
ける語がないとしたら、それはアクシデ
ンタルギャップではなく、捨象された違
いということになる。
本稿で試みた複数動作を表す副詞の語

彙体系の整理は、副詞間の関係と事態の
類型との関係を説明すると共に、逆に表
現の類型から生起可能な副詞を予測でき
る双方向的なモデルであり、3.2節で取
りあげたような諸先行研究での個別の語
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義記述では難しかった、表す意味の隣接
性や語の置き換え可能性に関する説明も
射程に収めた、より包括的な語彙関係モ
デルを志向したものである。

註
1）本稿では、「公園の桜が次々に咲い
た。」のような非情物の「動き」も考察
の範囲とし、便宜的に「動作」と呼ぶ。

2）"♯ "は容認可能な例であるが、この
文脈の指す意味ではないことを示す。

3）「それにはげまされて、彼は小説を
次々に執筆した。」（『歴史・時代小説
の作家たち』）のように対象が入れ替
わることもあるが、本稿では動作主体
で代表させることとする。交換に関わ
る以下の分析も同様。

4）述部の形式の違いによって「飛び込み
つづける」は連続生起を「酌みかわす」
は交換生起を表すが、副詞と異なり、
形式の整備が十分ではないため、詳細
な差異を表し分けることはできない。

5）「母たちは互いに娘の顔を見た」が、交
差的な動作（母同士が向き合う）を表
さないことから、「互いに」の本義は交
差性より対称的な一体性にあると考え
られる。

6）中俣（2015）では、モノの並立とコト
の並立を別に定義するが、複数動作と
対照できるのはコトの並立である。

7）現在のところ、「互いに」と「お互い
に」の明確な差異は見いだせていない。
BCCWJ（書籍、雑誌、新聞）の使用頻
度は「互いに」（2273例）、「お互いに」
（1492例）で前者が優勢である。

8）「*順に -順に」や「*交替で -交替で」が
容認されないことから、同一副詞の反復

で強調することができるのは基本的に
多回性だけであると考えられる。
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